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軍
需
産
業
支
援
法
案

４
月
27
日
「
軍
需
産
業
支
援
法
案
」

が
衆
院
安
全
保
障
委
員
会
で
自
民
、

公
さ
れ
維
新
、
な
ど
の
賛
成
で
可
決

さ
れ
た
。
同
法
案
は
採
算
が
と
れ
な

い
軍
事
企
業
の
製
造
施
設
を
国
が
買

い
取
り
、
設
備
投
資
や
維
持
管
理
を

国
が
行
う
事
が
出
来
る
事
実
上
の

「
工
廠
」
の
復
活
に
道
を
開
く
と
言

え
る
。
ま
た
法
案
で
は
契
約
企
業
の

従
業
員
に
守
秘
義
務
を
課
し
、
漏
洩

だ
け
で
無
く
、
企
て
や
教
唆
な
ど
に

も
刑
事
罰
を
課
し
て
い
る
。
メ
デ
ィ

ア
の
活
動
も
萎
縮
さ
せ
、
国
民
の
知

る
権
利
を
侵
害
す
る
と
批
判
さ
れ
て

い
る
。
下
請
け
企
業
に
も
適
用
さ
れ

約
１
５
０
０
０
人
が
対
象
に
な
る
と

い
う
。

（
工
廠
：
軍
隊
直
属
の
軍

需
工
場
の
事
で
武
器
弾
薬
を
は
じ
め

と
す
る
軍
需
品
を
開
発
、
製
造
、
修

理
、
貯
蔵
し
支
給
す
る
た
め
の
施
設
。

大
日
本
帝
国
、
陸
・
海
軍
は
そ
れ
ぞ

れ
直
轄
の
軍
需
工
場
を
持
っ
て
い
た
。

工
廠
に
は
学
生
達
が
学
徒
動
員
さ
れ

働
い
て
い
た
。
工
廠
は
攻
撃
目
標
に

さ
れ
多
く
の
学
生
達
が
犠
牲
に
な
っ

た
。
自
衛
隊
は
工
廠
と
呼
べ
る
も
の

は
持
た
ず
、
兵
器
の
開
発
・
製
造
を

民
間
に
委
託
し
て
い
る
）

原
発
推
進
法
案
衆
院
通
過

原
発
推
進
等
５
法
案
（
Ｇ
Ｘ
電
源

法
案
）
が
４
月
27
日
の
衆
院
本
会

議
で
自
、
公
、
維
、
国
民
等
の
賛

成
で
採
択
さ
れ
た
。
こ
の
法
律
は

①
原
子
力
基
本
法
②
電
機
事
業
法

③
原
子
炉
等
規
制
法
④
再
処
理
法

⑤
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
特
別
措

置
法
の
全
く
違
う
５
つ
の
法
律
を

一
本
に
ま
と
め
て
出
さ
れ
た
。
こ

の
中
で
福
島
原
発
事
故
を
教
訓
に

し
た
原
発
の
稼
動
は
原
則
40
年

長
60
年
と
す
る
規
制
委
員
会
が
所

轄
す
る
原
子
炉
等
規
制
法
か
ら
削

除
さ
れ
、
原
発
推
進
側
の
経
済
産

業
省
が
所
轄
す
る
電
機
事
業
法
に

改
め
て
規
定
。
再
稼
動
に
向
け
た

審
査
や
司
法
判
断
で
停
止
し
た
期

間
を
運
転
期
間
か
ら
除
外
し
、
60

年
以
上
の
稼
動
も
可
能
と
し
た
変

更
が
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
規
制

委
員
会
の
意

向
が
反
映
さ

れ
ず
、
原
発

推
進
の
立
場

の
経
済
産
業

省
の
判
断
と

な
り
、
規
制

の
た
が
が
外

（
爆
発
し
た
福
島
第
一
原
発
）

れ
た
。
こ
れ
で
は
原
発
の
安
全
性

は
担
保
出
来
な
い
だ
ろ
う
。

原
子
力
基
本
法
で
は
福
島
原
発

事
故
以
後
脱
原
発
を
目
指
し
て
い

た
。
そ
れ
を
電
力
安
定
供
給
や
脱

炭
素
社
会
の
実
現
に
資
す
る
と
し

て
原
発
推
進
に
変
更
し
て
い
る
。

軍
拡
財
源
法

強
行
審
議
の
危
険

防
衛
力
強
化
資
金
は
軍
拡
財
源

確
保
法
案
と
も
呼
ば
れ
今
年
度
か

ら
５
年
間
で
43
兆
円
の
軍
事
費
を

確
保
す
る
た
め
の
特
措
法
案
。
単

年
度
予
算
で
は
な
く
あ
ら
か
じ
め

５
年
間
の
財
源
を
優
先
的
に
確
保

す
る
法
案
で
「
防
衛
力
強
化
資
金
」

を
創
設
す
る
の
が
目
的
。
軍
拡
の

為
の
増
税
を
隠
す
た
め
、
財
政
投

融
資
資
金
と
外
国
為
替
資
金
の
特

別
会
計
剰
余
金
を
充
て
る
。
従
来

は
剰
余
金
は
一
般
会
計
に
繰
り
入

れ
て
い
た
。
更
に
国
立
病
院
機
構

の
積
立
金
を
国
庫
に
返
納
さ
せ
そ

れ
も
財
源
に
予
定
し
て
い
る
。
こ

れ
だ
け
で
は
と
て
も
足
り
な
い
こ

と
は
目
に
見
え
て
い
る
が
、
軍
需

費
の
た
め
の
増
税
は
で
き
る
だ
け

少
な
く
見
せ
る
方
便
だ
ろ
う
。

政府の行為によって再び戦争の惨禍が起ることのないように

後半国会 重要案件ごり押し

市民の力で押し返そう



テロ行為を糾弾する
演
説
会
場
に
手
製
爆
弾

４
月
15
日
衆
議
院
議
員
和

歌
山
１
区
補
欠
選
挙
の
応
援

演
説
会
場
に
手
製
の
爆
発
物

を
投
げ
込
ま
れ
る
選
挙
妨
害

が
起
こ
っ
た
。
こ
の
会
場
に

は
岸
田
首
相
が
応
援
に
入
っ

て
い
た
。
爆
発
物
の
破
片
は

約
40
ｍ
と
60
ｍ
の
２
カ
所
に

飛
ん
だ
と
の
報
道
。
人
が
い

る
方
に
飛
ん
で
い
た
ら
、
当

た
り
所
が
悪
け
れ
ば
死
者
も

出
る
可
能
性
も
あ
っ
た
。
犯

行
の
動
機
は
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
な
い
が
ど
ん
な
理
由
が

あ
ろ
う
と
も
民
主
主
義
が
一

番
問
わ
れ
る
選
挙
に
お
い
て

妨
害
を
す
る
行
為
や
特
定
の

人
を
狙
っ
た
テ
ロ
行
為
は
許

さ
れ
る
事
で
は
無
い
。

昨
年
安
倍
元
総
理
が
銃
撃

さ
れ
死
亡
し
た
ば
か
り
で
、

警
備
も
厳
重
に
さ
れ
て
い
た

と
は
思
う
が
、
報
道
か
ら
見

る
か
ぎ
り
従
来
と
あ
ま
り
変

わ
っ
た
ス
タ
イ
ル
が
取
ら
れ

た
様
子
は
感
じ
ら
れ
な
い
。

何
の
為
に
こ
の
よ
う
な
行

為
に
お
よ
ん
だ
の
か
全
く
理

解
に
苦
し
む
。
訴
え
た
い
こ
と

が
あ
れ
ば
別
の
手
段
で
訴
え
る

事
は
い
く
ら
で
も
あ
っ
た
だ
ろ

う
に
短
絡
的
に
暴
力
行
為
を
起

こ
す
こ
と
で
人
の
共
感
を
得
る

こ
と
は
無
い
。
逆
に
反
感
を
覚

え
る
事
は
必
至
。
そ
の
よ
う
な

行
為
を
行
っ
た
結
果
自
民
党
に

同
情
す
る
人
が
出
る
事
は
世
論

調
査
で
も
明
ら
か
だ
ろ
う
し
、

選
挙
結
果
に
も
影
響
す
る
事
は

予
測
で
き
る
。
戦
争
と
同
様
、

暴
力
で
の
現
状
打
破
は
許
さ
れ

ざ
る
行
為
で
あ
る
。

憲
法
集
会
開
催

東
京
会
場
２
万
５
千
人

憲
法
記
念
日
で
あ
る
５
月
３

日
、
全
国
各
地
で
憲
法
集
会
が

開
催
さ
れ
た
。
東
京
会
場
は
有

明
防
災
公
園
で
、
２
万
５
千
人

が
参
加
し
開
催
さ
れ
た
。
東
京

会
場
で
は
実
行
委
員
会
の
主
催

者
挨
拶
や
立
憲
民
主
党
、
日
本

共
産
党
、
令
和
新
撰
組
、
社
会

民
主
党
の
４
野
党
、
市
民
・
学

者
の
ス
ピ
ー
チ
が
あ
っ
た
。

実
行
委
員
会
の
高
田
健
さ
ん

（
総
が
か
り
行
動
実
行
委
員
会

共
同
代
表
）
は
岸
田
政
権
は
敵

基
地
攻
撃
能
力
保
有
を
明
記
し

た
安
保
３
文
書
を
閣
議
決
定
す

る
な
ど
戦
争
の
準
備
を
し
て
い

る
が
「
や
る
べ
き
事
は
平
和
の

準
備
で
す
」
と
強
調
し
、
「
全

国
で
戦

い
岸
田

政
権
の

改
憲
を

阻
止
し

よ
う
」

と
訴
え

た
。岸

田
首
相

改
憲
に
執
念
を
示
す

改
憲
推
進
団
体
「
日
本
会
議
」

の
フ
ロ
ン
ト
組
織
で
あ
る
「
美

し
い
日
本
の
憲
法
を
つ
く
る
国

民
の
会
」
（
櫻
井
よ
し
こ
共
同

代
表
ら
）
と
民
間
憲
法
臨
調
が

共
催
す
る
集
会
が
東
京
都
内
で

開
か
れ
た
。
こ
の
集
会
に
岸
田

首
相
は
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

送
り
、
自
民
党
案
の
改
憲
４
項

目
に
つ
い
て
「
複
雑
な
安
全
保

障
環
境
に
直
面
す
る
中
、
自
衛

隊
を
憲
法
に
し
っ
か
り
位
置
づ

け
る
事
が
極
め
て
重
要
」
と
強

調
し
改
憲
へ
の
執
念
を
改
め

て
示
し
た
。
平
和
の
党
と
標

榜
し
て
い
る
公
明
党
も
「
反

撃
能
力
（
敵
基
地
攻
撃
能
力
）

の
行
使
、
自
衛
隊
の
抜
本
的

強
化
に
つ
い
て
党
内
を
含
め

て
汗
を
か
い
た
」
と
大
軍
拡

推
進
の
過
程
を
述
べ
た
。
日

本
維
新
の
会
は
国
民
投
票
の

ゴ
ー
ル
に
た
ど
り
つ
く
よ
う

に
ま
い
進
す
る
と
改
憲
議
論

の
推
進
を
せ
ま
り
、
国
民
民

主
党
も
改
憲
論
議
を
繰
り
広

げ
た
。

マ
ス
コ
ミ
に

改
憲
の
意
欲
強
調

岸
田
首
相
は
産
経
新
聞
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
「
で
き
る

だ
け
早
く
国
民
に
選
択
し
て

も
ら
う
機
会
を
設
け
る
た
め

に
尽
力
し
た
い
」
と
首
相
任

期
中
に
国
民
投
票
の
早
期
実

現
を
め
ざ
す
考
え
を
示
し
た
。

岸
田
首
相
の
今
の
任
期
は
来

年
24
年
９
月
ま
で
あ
る
が
、

そ
の
間
、
国
民
投
票
が
出
来

る
準
備
を
進
め
る
と
し
、
改

憲
へ
の
意
欲
を
強
調
し
た
。

（
Ｈ
・
Ｕ
）


